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『
口
語
法
調
査
報
告
害
』
第
一
1

1

十
七
條
は
言
葉
の
末
に
闊
定
の

「
デ
ア
尼
」
を
約
轄
し
て

「
花
ダ
」
「
賑
ャ
ヵ
ダ
」
婚
叉
は
「
花
チ
ャ
」

「
賑
ャ

ヵ
ヂ
ャ

」
又
は

「
花
ャ
」
・「
賑
ヤ

カ
ヤ
」
等
の
何
れ
を
用
い
て
あ
る
か
。
又

「
花
デ
ス
」

又
は

「
賑
ャ

ヵ
ダ
ス

」
等
の
何
れ
を
用
い
て
あ
る
か
、
更
に
右
二
類
三
様
の
活
用
に
於
て
過
去

「
ダ
ッ
タ
」
「
デ
シ
ク
」
未
来

「
グ
ロ
ー
」

「
デ
シ
ク

ロ
ー
」

年｝
は
如
何
用
い
て
ゐ
る
か
に
就
て
の
回
答
が
集
め

て
あ
る
。

『
口
語
法
分
布
闘
』
第
十
九
「
「
だ
」
「
ち
ゃ

」

九
州
方
首
指
定
・
比
況
助
動
活
用
分
布
相

「
や
」
等
ノ
分
布
脳
」
で
は
、

ヽ
．＇ 

吉

I

-

――九．
 

（樺
）
は
来
日
本
と

京
都
”
邸
根
•
佐
賀
•
宮

「
賑
ャ
カ
デ
ス
」
等
或
は

「
花

F
ス
」

九
州
方
言
指
定
0

比
況
助
動
詞
活
用
分
布
相

町

義

雄

／
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ヽ

同
第
二
欄
上
に。

歪．ス

と
ダ
ス

と
何
れ
を
用
ふ
る
や
。

f
 

る。
一， 

「
デ
ス

」

『
口
語
法
別
記
』
に
は
過
去
未
来
形
と
共
に
右
の
様
相
が
略
記
さ
れ
て
あ
り
、
尚

「
ア
リ
マ
ス
」

『
九
州
方
言
調
査
表
』
9
頁
助
動
詞
第

一
欄
上
に

）
 

ヽ

~

指

定

は

り

入

り

夕

．

0
ロ
ー
か
、
ダ

・
ダ
ッ
ク

・
ダ
ロ
4
か
、
文
は
ャ

・
ヤ
ッ
タ

・
ヤ
ロ
ー
か
。

と
刷
込
ん
だ
に
到
す
る
回
答
は
別
表
1
の
通
り
。
調
査
舎
報
告
以
上
に
新
産
物
『は
見
ら
れ
な
い
。

，
中
國
西
部
、
四
國
北
部
、
九
州
大
部
と
新
潟

一
部
に
な
っ
て
ゐ
る
。

北
牛
と
揺
品

一
部
、

に
、
ン
の
．輯
じ
添
ふ
た
「
ダ
ス

」
は
取
北
地
方
南
牛
、

四
國
の
年
を
占
め
、

「
デ
ス
」

「
ド
ス
」

（背
）
は
滋
質

・
揺
井

一
部、

大
部
分
、

第
二
十
師

「
「
で
す
」

「
ど
す
]

刃

す

」
等
ノ
分
布
脳
」
は
、

「
ヂ
ャ

」

崎

3
一
部
、 九
州
方
首
指
定
・

比
況
助
勁
活
用
分
布
相

「
ヂ
ャ
」
．
（
宵
）
は
岐
阜
・
富
山

・
滋
費

・
大
阪
の

一
部
と
四
國
・
中
國
・

九
州、

「
ヂ
ャ

」
臨
用
（
茶
縦
横
線
）
は
愛
卸
・
鳥
取

。
品
根
の

一
部
と
熊
本
全
部
、

「
ャ
」
臨
用

（
黄
地
宵
横
赤
縦
線
）
は
富
山

・
滋
袈

・
京
都

一
部
と
な
っ

て
ゐ
る
。

「
ダ
」

「
デ
ス
」

「
ヂ
ャ
」

ャ

'1
ノ

「
ゴ
ザ
イ
マ
ス

」
に
就
て
燭
れ
て
あ

（
黄
）
は
幽
内

一
部
、

「
ャ
」
盛
用

盆
黄
地
青
横
線
）
は
北
陸

・、
近
畿

（禅
）
は
躁
束
・
中
部
全
部
と
他
に

一
部
宛
殊
に
中
國

．

「
グ
ス
」

・（
黄
）

は
兵
即
・
熊
本
全
部と
大
阪
・
奈
良
•

愛
媛

一
部

、

ダ

「
グ
ス

」
臨
用
は
一二
重

・
奈
良
、
「
デ
ス

」
轄
訛

「
ダ
ス
」
紘
用
は
奥
笏

・
「
グ
ス

」
婢
用
は
京
都

一
部
、
何
れ
を
も
用
い
ざ
る
地
方
は

「
ド
ス

」
鎚
用
は
京
都
・
滋
賀
、

「
ド
ス

」

「
ャ
」

一
四
0

「
ダ
」

t・ 
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璽
i.1
前
3
熊
8
宮

日

1
大
後
4

0
可
ナ
リ
デ
．
鹿
隅
1

0
多
少
ア
リ

0
時
ー
ー
ア
リ

〇
少
イ

揺
前
1
鹿
籐
1
大
後
1
`

九
州
方
甘
指
定

。
比
況
助
動
活
用
分
布
相

0
多

イ

長

1

0
ナ
シ

4

詈
蒻
前
24
後
8
佐
15
長
22
熊
4
8
鹿
藤
16
隅
11
宮
諸
2
日
5
大
後
22
前
2

〇
ア
リ

と
刷
込
ん
だ
に
酎
す
る
回
答
模
様
左
の
通
り
。

ー

揺
四
9
前
9
後
14佐
11
長
12
熊
18
鹿
蔭
8
隅
2
宮
賭
8
日
3
大
後
18
前
4

揺
前

1
大
後
1

ヽ

オ
ド
ン
、
九
州
人
（
私
叫
九
州
人
で
ず
）

下
に
省
略

特
に
人
稲
代
名
詞
が
主
語
に
、
名
詞
が
客
語
の
時
、
連
照
や
殊
に
助
動
詞
を
略
す
傾
向
あ
り
や
0

調
査
表
16
頁
文
章
法
第
四
欄
上
に

． 
・, 

＇ 

ー
四

.“
 

デ

＼
り
／
．

）
 
ッ
シ
ョ
ー
と
云
ふ
か
、＇

シ
ョ
ー
と
云
ふ
か
。

デ
叉
ダ
r

ダ

ョ

一
帯
デ
ス
が
支
配
し
て
ゐ
る
が
、
未
然
形
に
於
て
マ
ス
の
類
推
か
ら
デ
ッ
ジ

ユ
ー

と
刷
込
ん
だ
に
到
す
る
回
答
は
別
表
2
の
●
●
°
九
州

と
な
る
事
が
筑
肥
、
党
岐
に
行
は
れ
る
現
象
は
調
査
會
報
告
で
は
得
ら
れ
な

い
卸
戦
で
あ
る
。



＼
 

註

別
表
2

〇
稀
ニ
ア
リ

〇
略
ス
コ
ト
モ
ア
リ

〇
少
グ

ナ
イ

熊
1
宮
諸
2
、

鹿
薩
1
宮
日
1

「
ヂ
ャ
ツ
ク
」
「
ヂ
ャ
ロ
ー
」

等
の
も
の
も
採
用
、
「
ジ
ャ
」
も
採
用
。

裔
岡
縣
糸
島
郡

一
近
山
村
「
「
じ

ゃ
・
ゃ
系
」
但
し
「
ゃ
」
は
用
ひ
ず
」
い
熊
本
縣

に
「
ダ
」

蹴
に

「
デ

ッ
シ
ョ
ー
」
「
デ
シ

ョ
ー
」
と
あ
る
も
の
は
「
デ
ス
」
へ
も
岱
入
、
「
ダ
ス

「
ダ
ス
〗
「
近
来
デ
が
多
く
な
っ
て
来
た
。
」
とあ
り
。

「レ

ッ
シ
ョ

ー
」
も
「
デ

ッ
シ
？

ー
」
へ

邸
入
。
又
繭
岡
市

明
治
一
1

一
十
八
年
六
月

．『
風
俗
粧
報
』
第
参
百
拾

八
戴
の

大
槻
文
彦
博
士
「
日
本
方
―]目
の
分
布
匿
域
」
十
六
頁
「
京
都
の
「
ど
す
」
大
阪
の
「
だ
す
」

は
「
で
お
ま

す
」
が
約
つ
て
「
で
お
す
」
と
な
リ
そ
れ
が
又
約
ま
っ
た
も
の
と
思
は
れ
東
京

の
「
で

す
」
は
「
で
ご
ざ
り
ま
す
」

が
段
々

に
約
ま
っ

た
も
の
と
思
は
れ
る
〔
中
略
〕
此
の
「
で
す
」
と
い

ふ
首
葉
は
明
沿
維
新
詢
ま
で
は
江
戸
で
侍
は
勿

論
厠
人
で
も
逍
は
な
か
っ
た
卑
し
い

百
葉
で
あ

別
表
1

即
ち
北
束
は
有
無
伯
仲
、
北
西
と
殊
に
南
は
省
略
甚
だ
少
い。

〇
助
動
詞
略
ス
傾
向
ア
リ

熊
2

〇
氣
付
カ
ズ

0
不
明

〇
殆
ド
ナ
シ
．．
 

長
1
宮
日
1

0
大

方

ナ

シ

〇
餘
リ

ナ
シ

長
2
大
後
l

輻
後
1
熊
1
鹿
睦
1
宮
日

1
大
後
1

大
前
1

，
 

▲
 

揺
後
1
長
1
熊
1

九
州
方
言
指
定
・
比
況
助
動
活
用
分
布
相

デ
ッ
シ
ョ
ー
」
は
別
々
に
此
の
池
り
に
採
用
。
醐
岡
市

「
チ
ャ
【
前
昔

1
一
蚊
用
一
。

一
四

ヽ し

‘ 
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九
州
方
t
口
指
定
・
比
況
助
勁
活
用
分
布
相

． 

っ
た
〔
中
略
蔽
分
古
く
は
あ
る
が
慈
人
首
梨
で
瞑
蔀
な
口
疇
詞
で
「
で
げ
す
」
な
ど
い
ふ

百
葉
と
同
じ
で
〔
中
略
〕
此
の

百
葉
が
今
の
世
に
一
舷
に
行
は

れ
る
や
ら
に
な
っ
た
の
は
明
浩
維
新
の
後
官
軍
の
御
國
侍
が
江
戸
へ
出
て
新
柏
あ
た
り
で
慈
者
な
ど
の

首
痰
を
開
い
て
逍
ひ
始
め
て
終
に
一
殷
に
用

ゐ
る
ゃ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
〔
中
略
〕
斯
く
申
す
拙
者
な
ど
も
巻
き
込
ま
れ
て
氣
が
つ
か
ず
逍
ふ
〔
中
略
〕
此
の

苔
期
は
某
京
か
ら
起
つ
て
～
7

で
は
2

中
略
峯
國
到
る
所
に
行
は
れ
て
来
た
」
と
あ
る
大
同
小
異
の
記
述
は
『
口
語
法
別
記
』
に
も
記
再
録
さ
れ
て
あ
る
●

山
口
廊
太
郎
氏
『
姿
岐
品
方
百
集
』
昭
和
五
年
七
月
の
ご
一
九
頁
「
ネ
ッ
シ
ョ
ー
で
せ
う
。
「
デ
ッ
シ

m
l
」
に
同
じ
。
」
「
労
す
少
で

す
。
「
然

ぅ
ー
」
」
阿
氏
『
男

蔽

品

方

甘
集
』
阿
十
二
年
二
月
の
二
九
八
頁
「
間
に
「
デ
ス
．」
を
「
デ
ッ
ス
ル
」
の
形
に
促
昔
に
す
る
唄
あ
リ
。
共
他
は
辿

叙
、
活
用
、
用
法
共
に

椋
準
話
に
同
じ
。
」

，

『
國
語
科

緊
齢
座
』
昭
和
八
年
十
「
月
の

吉
町
義
雄
「
九
州
の
升
名
口
」
六
四
頁
「
近
代
大
阪
の
他
来
か
現
代
東
京
の
影
程
か
或
は
獨
自
褒
生
か
問
題

な
る
可
き
「
だ
す
」
「
で
す
」
」
云
々
。

．

新
村
出
博
士
占

方
百
史
談
」

（
昭
和
九
年
十
凡

『
方
百
』

第
四
巻
第
一

跛
、
同
十
八
年
十
一
月

『

國

塁

塁

』
塁
）
に
は
デ
ヤ

ー・
ヂ
ャ・

デ

ス
研

扱
は
れ
て

あ
る

中
村
辿
夫
氏
「
デ
ス
の

器
史
に
つ
い
て
」
（
昭
和
十
一
年
―
―
一
月

『
國
諾
と
國
文
卒
』

第
十
―
―
―

巻
第一二

製
）
は
口

諾
法
閣
査
報
告
柑
を
検
し
て
7
3

頁
（
昭

和
廿
一
一
一
年
十
一
月
『
東
京
諾
の
性
格
』
所
牧
八
九
頁
）
「
同
杏
に
於
て

顧
署
な
る

事
府
は

菜
京
歴
の
影
邪
と
し
て

骸
賠
を
仙
用
す
る
地
方
の

多

い
事

．
で
あ
る
。
」

7
4
頁
（
・九

0
頁
）
「
デ
ス

を
用
い
な
い
九
州
に
於
て
、

蘭
岡
縣

の
小
＾
kl
市
、
佐
究
賑
の

店
津
町
に
用
ゐ
ら
る

4

が
如
き
、
宮
崎
縣
束
、
西

臼
杵
郡
の
項
に
は
、
士
族

ハ
デ
ス
ト
イ
ヒ
町
人
百
姓

ハ一

彼

―
―
ヂ
ャ
ト
イ
フ
と

あ
る
如
き
、
で

あ
る
。
」
又
口

語
法
別
記
を
引
い
て
8
8

頁

(!o

九
頁
）
「
こ
と
に
来
遊
す
る
者

の
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
九
州

t
‘
口
諮
法
調
査
報
告
牲
に
と
れ
ば
デ
ス
の
使
用
さ
れ
な
い
地
方
で

あ
る
。
．
か
れ

ら
に
東
京
普
通
語

と
誤
認
さ
れ
且
つ
採
用
せ
ら
れ
、
現
代
的
に
仙
用
さ
れ
・
の
も
、
か
れ
ら
が
、
こ
の

諾
と
未
知
で

あ
っ
た
こ
と
派
あ
ず
か
っ
て
カ

あ
ら
う
。
」

又
起
源
に
つ
い
て
は
「
デ
・ア
リ
マ
ス
」
「
デ
全
ザ
イ
マ
ス

」
雨
説
を
排
し
、
山
田
説

「
デ
、
ス

」
安
田
晩
「
デ
オ
ワ
ス
」
沿
諜
説

「
ヂ
候
」

．と
吉
憚
方
首
説
を
推
し
て

あ
る。

安
藤
正
次
数
授

『
國
話
史
序
説
』

昭
和
十
言
午
十
一
月
の
第

七
京

「
一
元
・

統
一

の
時
代
」
．
に
於
て
h
妥

一

致
骰

に
閲
れ
、

2
1
0

頁

「
山
田
芙
妙
は

っ

一
四

―――

.; 

_. 



ー

ー

、ヽ

●し

に
前
新
味
が
掬
さ
れ
、
四
七
頁
下
に
は
グ
ス
の
分
布
と
し
て
「
九
州
で
は
之
が
ジ
ャ
ス
（
佐
歿
•
長
崎
・
日
向
）
ジ
ャ
ン

，

ス
（
日
向
）
ザ
ス
（
鹿
兒

島
市
）
ザ
，
ス
（
鹿
兒
島
市
）
ヅ
ァ
ン
ス
（
鹿
兒
島
市
）
等
と
な
る
。
」

岩
波
附
座
『
國
語
数
官
』
昭
和
十
二
年
六
月
の
束
條
操
数
授
「
方
百
駆
」
ニ
ニ
頁
（
同
氏
．
『
方
苔
と
方
―[
巳
年
』
昭
和
十
一
―
―
年
六
月
所
牧

「
東
政
語
及

び
江
戸
苔
薬
」

一1
0
八
頁
、
同
十
九
年
八
月
荊
訂
版
同
）
「
こ
の
「
で
す
」
は
油
京
に
述
べ
た
通
IJ
新
し
い
首
葉
で
あ
る
が
、
最
近
ま
た

「
ダ

ス
」
ま

た
は
「
ス
」
に
聰
じ
て
行
く
傾
向
も
見
え
る
。
」

五
十
嵐
力
雙

士

『

翌
un
の
愛
眼
』
昭
和
十――
―

菜
1

月
初
版
の
第

二

「
部
分
品
」
．四
六
ー
九
頁
で
は
デ
ス
は
多
分
「
に
て
御
座
あ
り
巾
す
」
の

約
軸

で
、
「
さ
J

ざ
り
ま
す
」
年→
か
ら
「
で
げ
す
」
「
で
え
す
」
を
綽
て
由
来
し
た
と
す
る

•

/
,
'

鈴
木
炒
幸
氏
「
助
動
詞
「
で
す
」
の
用
法
に
つ
い
て
」

（
昭
和
十
二

年
十
月

『
國
語
数
育
』
第
二

十
二
巻
第
十
跛
）
で
は
口
諾
法
別
記
と
阿
じ
く
「
で

ご
ざ
リ
ま
す
」
由
来
説
を
主
張
し
、

「
で
む
り
ま
す
」
説
を
否
定
す
る
。

．

山

本
正
秀
数
授
「
デ
ア
ル
の
浩
革’
l（
昭
和
十
八
年
九
月

『
日
本
諸
駆
研
究
報
告
』
第
二十
符
「
國
熙
國
文
嬰
」
や
同
十
九
年
十
月

『
栢
本
〖辿
吉
】

梱
士
迎
肝
記
念
國
語
辟
論
集
』
）で
は
先
入
賭
腕
文
献
例
瞭
を
整
理

し
て
、
古
代
に

は
な
く
中
古
形
た
る
「

ニ
テ
ア
リ
」

が
室
町
中
期
に

は
退
枕
し
、

「
デ
ア
ル
」
が
登
ね
す
る
が
江
戸
期
に
入
る
と
口
頭
語
か
ら
滑
滅
し
、
茄
末
に
は
直
膵
語
と

し
て
再
生
し
、
明
活
十
年
代
か
ら
は
（
恐

り`
（
四
國
九

州
の
政
客
に
褒
す
る

）
油
説
の
緒
語
と
な
り
、
廿
年
代
に
、は
小
説
に

用
ゐ
ら
れ
始
め
た
と
す
る
。

＇

調
査
表
1
6

頁
文
章
法
第
四
梱
省
略
屯
象
回
答

に
於
て
、
繭
岡
縣
若
松
市

「
本
采
ハ
略
セ
ズ
近
時
略
ス
ル

ノ
傾
向
ア
リ
一
、
同
浮
須
郡
御
幸
村

「
客
語

が
名
詞
以
外
の
時
も
あ
り

l
ー
オ
ダ
ン
ゴ

ー
チ
ャ
イ

（
私
は
紹
し
い

）
」
、
佐
奴
縣
西
松
浦
郡
大
川
村
「
連
陪
ハ
略
セ
ズ
助
動
詞
ハ
略
ス
コ
ト
ア
リ
J
‘

同
藤
津
郡
多
良
村

「
子
供
に
は
あ
れ
ど
も
大
人
に
は
少
し
」
、
熊
本
脈
宇
土
郡
醐
村
「
辿
辟
を
略
す
る
こ
と
無
し
、
助
同
を
略
す
る
傾
阿
は
あ
り
、
大

分
臨
大
分
郡
竹
中
村
「
ヮ
は
を
省
略
す
る
こ
と
あ
り
9

」
、
同
述
見
郡
南
由
布
村
「
い
コ
レ
ハ
略
ス
狂
ア
リ
」
ハ
同
束
脳
束
郡
武
蔽
町
「
オ
リ
ク
す
ャ

橘
正
一
氏
「
デ
ス

・
グ
ス

・
ド
ス

」
（
昭
和
十
二
年
―
――月

『コ

ト
パ
』
第
七
巻
第

一――

跛
）
は
口

器
法
分
布
岡
も
勿
論
見
て
ゐ
な
い
が

賠
源
諒
と
分
布
論

「
デ
ス
」
訓
、

一盃
翠
四
迷
は
「
グ
濶
」
の
創
始
者
と
し

て、

後
の
「
デ
ア

ル」

濶
の
尾
崎
紅
梨

と
相
並
ん
で
．、
わ
が
文
學
の
上
に
、
わ
が
文
痒
史

上
に
不
滅
の
功
緻
を
残
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
」

ー

九
州
方
百
指
定

・
比
況
助
動
活
用
分
布
相

｀
 

一
四
四

’
 

釦



~
 

ヽ｀ 
の

一
部
、

二

.. 

オ
リ
ド
ー

の
如
く
引
き
て
は
を
略
す
」
、
同
中
武
載
村

「
オ
リ
ド
、
大
腔

オ
レ

宜
ふ
た
か
」
乙
「
俺
ア
竹
田

（
で
9

且
ふ
た
）
」
」

r

、

．
 

ジ

報
告
宙
第
十
九
條
は

「
指
ン
テ
居
る
」

紺
を

「
指
シ
テ
ル

」
と
云
ふ
か
、
「
指
シ
テ
居
ル
」

等
を

「
指
シ
ト
ル
」
又
は

「
指

ン
チ

ョ
ル
」

等
と
云
ふ
か
の
回
答
が
戟
せ
て
あ
り
、
是
に
由
る
と
督
「
指
シ
テ
ヰ
ル
」
は
東
都
西
京
中
心
地
匿
の
み
、
「
指
シ
テ
ヲ
ル
」
は
中
部

・
中
國

゜

「
指
シ
テ
ル
」
は
近
畿
以
束
、
「
指
シ
ト
ル
」
は
中
部
以
四

（
内

「
指
イ
ト
ル
」
と
な
る
所
が
中
部
地
方
や
徳
島

、・
輻
岡
に
あ

る
）
、
「
指
シ
チ

ョ
ル
」
は
近
微
以
西
で
あ
る
那
に
な
る
。

重
要
な
る
本
課
題
を
分
布
闘
も
別
記
も
全
然
無
視
し
て
ゐ
る
。

調
査
表
10
頁
助
動
詞
第
一
欄
上
に
．

．

他
に
特
に
頻
出
す
る
叉
は
特
徽
と
も
な
る
可
き
も
の

あ
ら
ば
例
示
さ
れ
度
し
。

と
刷
込
め
る
に
到
し
進
行
彫
を
以
て
答
へ
た
る
も
の
敷
通
。

．

r

ヽ5.

1
3
頁
助
詞
第
七
欄

「
の
に
」
の
下
欄

へ

、

・イ

、
j

行
キ

ョ
ル

．

，

ュ

と
刷
込
め
る
に
封
し
此
の
儘
を
肯
定
せ
る
も
の
を
除
い
て
回
答
模
様

Le
の
通
り。

九
州
方
首
指
定
・
比
況
助
勁
活
用
分
布
相

オ
リ
ド
知
ラ

ン
」
、

ぃJ

‘ヽ

。
.. 

一
四
五

． 

．
 

同
直
入
郡
錮
岳
村

「
甲

「
お
前
は
ど
こ
で

、

...... • 



/" 

”
 

，，
 

0
行
キ
ッ
チ
ョ
ッ

長
1

0
行
キ
ョ
ル
揺
後
1
佐
1
長
4
熊
1
大
後
1
前
1

＼
 

ヨ
ン
大
後
1

0
行
キ
ョ
、
ツ
（
テ

タ
）
長
2
．熊
3
宮
諸
1

．

疇

n
宮
賭
1

行

ッ
キ
ョ
ツ
-R

鹿
蔀
l

,

・

°、

13
頁
助
詞
第
十
欄

「
と
て
」

の
下
襴
に

、ー
ー
／

l

生
キ

ト
ッ

タ

揺
翌
7
前

8
後
1
佐
1
長

4
登
2
熊

0
鹿
隊
7
隅

n
宮
賭
2
日

9
大
後
4
0
前
●

14
頁
助
胴
第

一
欄

「
な
ら
」

‘,＇ノ、
l
'
ノ

為

ョ
ッ

クヽ

と
刷
込
め
る

に
酎
し

〇
為
オ
ッ
ク
熊
1
鹿
薩
3
隅
1

〇
為
ョ
ッ
ク
揺
翌
1
前
1
後
8
佐
2
長
4
熊

2
鹿
隅
1
宮
日
1
大
後
1

〇
為
テ
オ
以
夕
佐

1

の
下
梱

ヘ

ヲ
ッ
タ
佐
l
長
1

ト
ッ
ク
揺
前
1

チ
ョ
ッ
ク
鹿
隊
1

./ 

と
刷
込
め
る
に
到
し
「
チ
ョ
ッ
タ
」
等
の
杏
添
あ
る
も
の
左
の
通
り
。

2
 

p
 

ヽョ
ツ

（
テ
）
11

，，， 

ジ
ョ
ヲ
ッ

ク
長
1ヽ

↓

v
 

｀
 

•— 
ヂ
ャ
ッ
ク
大
後
1

＇ 

ョ
ッ

ク
揺
前
l
後
2
長
1
宮
日
2
大
後
2

• / 

ヨ
ッ
（
テ
ク
）
佐
3
長
1
熊
1

ヽ

ョ
ッ

．（
テ
タ
）
屈
後
1
佐
2
貶
3
熊

ョ
ル
揺
盟
2
前
8
後
5
是
9
‘翌
1
熊
2
大
後
4
前
1

0
行
キ

オ
ル
熊
3

ォ
ッ
熊
2
鹿
薩
4
隅
2

ィ
ッ
チ
ョ
ヲ
ヅ
ト
採
ー

ヨ
ー
揺
後
1

九
州
方
首
指
定
・
比
況
助
勁
活
用
分
布
相

ヲ
ル
佐
1
熊
1

一
四
六

ヽ
｀
~

ヲ
1
佐

1

ヲ

ツ

佐

2

ヲ

長

1

．
行

ク
ォ
ル
長
1

／
 

ヽ
,,-
、9 ~ 

、,

．、、
ヽ

ョ
ン

輻
後
1

.,,,,,. ,,, 

．
 



ヽ ，

．
 

ヽ
・

． 

降
ッ
ヂ
ョ
ラ
ン
鹿
睦
2

も
降
チ
ョ
ラ
ン
扁
盟
1
前
2
後

r

・▼

14
頁
助
詞
第
七
欄
「
と
」
の
下
爛
に

ツ

り
登
ル

、

と
刷
込
め
る
に
封
し

鹿
隅
2
大
後
2

降
リ
オ
ラ
ン
長
1

A
降
リ
ヲ
ラ
ン

長
1
熊

1

降
ラ
ン
揺
堕
1
佐
1
鹿
薩
2

0
降
リ
ヤ
オ
ラ
ン
揺
前
］
熊
1

降
リ
ャ
ア
オ
ラ
ン
揺
前
1

認
匹
リ
ヤ
セ
ン
熊
1

降
リ
ャ

ー
シ
ョ
ラ
ン
熊
1

降
ッ
テ
オ
ラ
ン

一揺
前
1

降
ッ

テ
イ
ヤ
ー
オ
ラ
ン
佐
1

10
降
チ
ャ
が
ラ
ン
揺
後
3
煎
5
宮
賭
1

降
ッ
チ
ャ
オ

ラ
ン
揺
後
1
熊
2
鹿
臨
2

フ
ッ
チ
ャ
オ
ラ
ン
熊

2

フ
ッ
チ
ャ
ヲ
ラ
ン
熊
1

降
ィ
ヲ
ラ
ン
佐
2

降
チ
ョ

ラ
ン
謁
盟

1
長
1
到
1
熊
1
鹿
隅
1
宮
賭
1
大
後
4
前
1

降
ッ
チ
ョ

ラ
ン
佐
1
長
1
熊

1
鹿
隊
2
宮
賭
1
大
後
1
前
1

九
州
方
首
指
定

・
比
況
助
勁
活
用
分
布
相

一
四
七

プ
ッ
チ
ョ
ラ
ン
鹿
臨
8

ン
長
到
1

ヽ

降
チ
ョ
ラ
ン
幅
敷
2
前
1
熊
1

降

ッ
チ
ャ
ド
ヲ
ラ
ン
熊

1

〇
降
リ
ヤ
シ
ョ
ラ
ン
熊
1

p
 

〇
降
ツ
．
チ
オ
ラ
ン

幅
翌
1

降
ッ
テ
ニ
ャ
ヲ
ラ
ン
熊
1

＇ 

フ
リ
ヤ
セ
ン
熊
2

と
刷
込
め
る
に
到
す
る
書
込
回
答
左
の
如
し
。

〇
降
オ
ラ
ン
佐
1

7
1
 

降
ヲ

ラ
ン
佐
1

1
16
頁
文
章
法
第
一
一涌

下
に

‘,‘, 

降
チ
ョ
ラ
ン

0
ノ
ボ
ッ
ト
ル
揺
前
1

ノ
ポ
ッ
チ
ョ
ル
揺
盟
1
長
嚢
1
宮
日
l
大
後
8

/ 

ヽ ． 
.; 

フ
ィ
ヲ
ラ
ン
佐
3

降
ッ
チ
ャ
居
ラ
ン
長
1

， 

フ

ロ｀

フ



/ 

註

ツ
長

1

｀
以
上
の
外
に
も
賭
所
に

「
チ
ョ
ル

」
と
れ
添

へ
．た
も
の
を
散
見
し
た
。

降
ジ
ョ
ヲ
ツ
長

1

〇
オ
ジ
イ
オ
ツ
鹿
臨

1

．フ
ッ

チ
ョ
ヤ

セ
ン
鹿
薩

ー

岡
の
辿
用
形
に
辿
ね
て
あ
ら
は
す

’
 

降
ッ
チ
ョ
イ
鹿
臨
1

塁
表

1
0頁
助
勁
詞
第

一
梱
上
の
掛
込
回
答
は
郡
岡
縣
京
都
郡
泉
村
「
紐
絞
体
に
お•

い
て
此
は
動
阿
の
自
他
に
脳
せ
ず
「
ゐ
る
」

・「
て
を
る
」
を
勁

例

降

リ

て

を

る

ー
降
リ

よ

る

存

在

態

11
降
て
る
ー
降
っ
ち

よ
る
」
、
熊
本
縣
上
盆
城
郡
白
旗
村
ゴ
行
キ
ョ
ル

ト
ノ
ウ
＾
一

モ
ド
リ
ヨ
ル

ト
カ
（

力
（
リ
ッ
＞
ア
リ
ヤ

ノ
窓
）
」
、
大
分
縣
大
野
郡
戸
上
村
「
池
行
形
に
ョ
ル

を

附

す

遊

ビ

行
キ
ョ
ル
、

等
」
。
其
他
「
ョ
ル
」

祁
前
一
後
I

、
「
チ

ョ
ル
」
大
後
二
。

又
は
「

ユ
」
を
抹
殺
又
は
杏
添

へ
た
も
り
「
こ
熊
公
鹿
睦
公

大
後

1
「
イ
」
繭
盤

5
前
16
後

17
佐
訟
長
21

認
頁
助
詞
第
七
桐
回
答
に
於
て
「
イ
」

‘
 

迄

1
到

2
熊
加
鹿
隙
8
隅
8
大
後
⑮
袖

8
0

同
第
十
桐
下
回
答
に
於
て

長
崎
縣
南
松
浦
郡
魚
目
村

「
行
キ

ッ
チ
ョ

ッ
ト
ー
こ
、
熊
本
縣
球
邸
郡
久
米
村
「
行
キ
ヨ

ッ
ク
ソ
チ
ャ
」
、
鹿
兒
島
縣
日
置
郡

，
 

串
木
斯
村
「
生
キ
ッ
ォ
ッ
テ
ン
」
。

ト
カ

（
行
キ
ッ

‘ヽア
ル
カ
ノ
窓
）

ヨ
ル
、
シ
ョ
ル

ォ
チ
イ
オ

、
鹿
豚
1

〇
降
リ
オ
ル

鹿
蘇
1

．．
． 

〇
降
チ
ョ
ル
宮
日

2

降
チ
ョ
イ
鹿
隅

1

フ
ッ
チ
ョ
ツ
鹿
睦

1
隅

1
宮
諸
2

フ
ッ
チ
イ
鹿
隅
4

降
ツ
ヂ
ョ

降
リ
ヲ
ル
熊

1

降
リ
ヲ
ツ
鹿
豚
1
隅

1

降
リ
ョ
ル
大
後
1

降
リ

ヨ
ル

と
刷
込
め
る
に
到
す
る
記
入
模
様
次
の
如
し
。

五
『
九
州
方
言
補
迫
回
答
表
』
黒
刷
第

一
回
に

〇
降
ッ

チ
ョ

リ
ャ
七
ン

一靡
前

1

九
州
方
百
指
定
・
比
況
助
勁
活
用
分
布
相

フ
イ
オ
ッ

宮
賭

1

降
レ
ヨ
ル
大
後
1

一
四
八

• I、

/
1
 



九
州
方
首
指
定

・
比
況
助
勁
活
用
分
布
相

一
阻
九

且
頁
助
詞
第

一
脳
下
回
答
に
於
て
片
個

名

杏

戸

」

は
凡
て
樅
字
「
為
」
に
抱
癖

し
た
。

」

の
み
の
も
の
は
「
降
ョ
ラ
ン
」
と
見
倣
し
、
語
尾

”
頁
文
章
法
第

一一一

欄
下
回
答

に
於

て
他
の
語
例
も
て
せ
る
許
添
は
略
し
た
。
そ

し
て

「
ョ
ラ
ン

「
パ

イ
」
「
カ
ン
」
等
密
節
は
拾

て、

「ヨ

ル」

等
は
「
ヨ
ラ
ン
」

に
改
め
て
邸
入
ル
た
。

．

レ
↓
チ
ョ

ル
」

と

狗
4
頁
子
昔
第
七
梱
上
に

「
備
考
右

以
外
に
何
か
•
特
徽
あ
り
や

。
」
と
肌
込
ん
だ
に
封
し
、

稲
々
の
芋
品
叫
現
象回答
中
に

「
テ
オ

．J

し
た
も
の
稿
豊

――
前
二

鹿
麻

一
隅

一
宮
日
一1¥
0
 

• 

金
田

一
京
助
栂
士
「
東
北
方
t

日
に
つ
い
て
」
（
東
京
中
央
放
送
局
『
こ
と
ば
の

蒻
座
』
第

一
囃
昭
和
八

年
十
二
月
）

第

二
而

「
過
去
完
1

」

一
九
囮

頁

「
こ
の
貼
、
丁
度
瀾
西
方
首
に、

進
行
形
が

一
つ
細
か

に
褒
逹

し
て
、
来
る
・

来
よ
る

、
出
来
る
ー
出
来
よ
る

、
見
る
ー
見
よ
る

と、

一5
ひ
分

け
て
ゐ
る
の

と
共
に、

中
央
椋
準
話
を
超
え

て
生
長
し
た
而
白
い
東
西
の

好
一

蜀

の
語
形
℃
あ
る
。
」

．

昭

利

贔

元

『

嘉

鸞

合

々

報

』

第

塁

「

コ
ト

ク
マ
往
来
」
4
g
6
(
吉
町
）
「
尾
崎
行
雄
氏
【
相

塁

、
三

塁
縣
代
謡
士
】
が
哨
和
四
年
秋
九
大
法
｀

‘斎
卒
部
塾
室
で
瞬

油
●

し
た
時
、
自
分
は
少

し
も
叙

が
付
か
な
か
っ
た
の

に、

筑
後
出
封
の
某
数
授
は
氏
が

「
し
よ

る
」

を
油
流
中
に
褒
し

た
の
が

可
笑

し
い
と
笑
つ

て
ゐ
た
。
」

．

昭
和
十
一

年

一
月
『
昔
認
駆
協
合
々
報
』
第
却
跛

「コ

ト
ク
マ
往
来
」

6
2
1

(
吉
町
）
「
西
日
本
の

「
し
よ
る
」
な
る
恨
用
法

に
於
て
、
中
國
の
は
箪

ー
な
る
進
行
形
だ
が
九
州
の

は

強

警

詈

あ
る
と
脱
く
人
が
あ
る
が
、
如
何
な
も
の
で

あ
ら
う
。」

山
口
廊
太
郎
氏

『
組
翌
岐
肋
方
甘
集
』
第一―
-
「
語
法
冗
」
第
五
平
「
助
動
詞
」

九

「
時
の

助
動
詞
」
、
岡
辿
行
態

（
組
絞
態
）
の
助
勅
詞

（
二
九
一
了
＇

六
頁
）

に
は
現
在
進
行
態

「
チ
ョ
ル
」
過
去
進
行
態

「
チ
？ン

ク
」
未
来
進
行
態
「
チ

ョ
ロ
ー
」

不
定
時
進
行
態
「
チ

ョ
ル
」
現
在
存
在
態
「
チ
r
ル」

．

（
自
動
詞
に
つ

く
）

「
チ
ァ

ル
」

（
他
勁
詞
に
つ

く
）
五
過
去
存
在
態

「
チ
ョ
ッ
ク
」
「
チ
ア
ッ
ク
」
未
来
存
在
態
「
チ
ョ
ロ
ー
」
「
チ
ア

ロ
ー
」

不
定
時
存

．
．
布
態

ア
チ
ョ
ル
」
「
チ
ア

ル
」
．
と
し

て
文
例
も
示
さ
れ
て
あ
る
。

・

．ヽ

橘
正
一

氏
「
ヨ
ル
と
い

ふ
助
動
詞
」
（
昭
和
千
―
―

年
七
月

『
國
駆
院
雑
誌
』

第
四
十
一
1

一
を
第

七
跛
）
75
頁
「
ョ
ル

は
進
行
雄

（
紙
頼
態
）
で
あ

リ
、

ト
名

存

在
態
で
あ
る
。

1
1か
う

い
ふ
事
は
早
く
か
ら
阻

い
て
居
た
。
し

か
し、

今
濶
ぺ
て
み
る

と
、
そ
れ
ほ
ど
部
純

で
も
な
い
株
だ
、
無
諭
、
ー

さ
う

い
ふ
地
方
も
あ
る
が
、
叉
、
さ
う
で
な
い

地
方
も
あ
る
。
」
「
そ
こ
で

先
づ
、

ョ
ル
の
分
布
を
調

ぺ
て
み
る
。

こ
れ
は

一
口
に
西
日
本
と
言
っ

て

t
 

... 



.. 

.....) 
・、/

九

州

方

首

指

定

・

比

況

助

鋤

活

用

分

布

相

一

五

〇

j
 

よ
い
。
飛
弾
・

芙
設

・
尾
張
が
束
の
限
だ
ら
う
。

繭
井
縣
に
も
あ
る
。
近
畿
地
方
は
全
部
、
中
國
も
全
部
、
四
國
も
全
部
、
．
九
州
も
全
部
と

言
ひ
た

．
 

ヲ

芦
、
鹿
兒
島
縣
か
ら
は
、
今
わ
所
、

焚
見
さ
れ
な

い
b
」
「
ヨ
ル
の
活
用
は
、
居
る
の
活
用
と
同
じ
く
、
ラ
行
四
段
で
む
る
、
」
80
頁
「
ト
ル
と
ョ
ル

ョ
ル
は
大
分
、
宮
蹄
、
佐
奴
、

長
蹄
、
熊
本
の

賭
縣
に
あ
り
、

ど
の
間
に
は
、

や
は
り
、
差
別
が
あ
る
ら

し

い

。

そ

の

外

｀

ぃ

．Q
れ
も
進
行
形
と

報

告
さ
れ
て
居
る
。
」

奥
里
揺
建
氏
『
四
國
の
方
百
』
昭
和
十
八
年
八
月
の
五
一
頁
に
は
「
立
ッ
ト
ル
」

等
が
四
國

・
中
國
雨
方
甘
囮
の
背
而
と
九
州
方
言
閾
で
は

「
立
ノ
チ
コ

ル」

等
と
い
ふ
口

蓋
化
を
以
て
行
は
れ
、
抄
物
時
代
の
原
形
「
立
チ
居
ル
」
等
は
兎
も
角
、
沖
鑢
方
苔
囮
で
．は
「
立
ノ
チ
ョ
ウ
y
L

「
瞬
ド
ゥ
ン
」
等

と
い

ふ
や

う
に

語
に
依
つ

て
は
直
昔
形

・
拗
昔
形
の
混
用
地
幣
と
な
っ
て
ゐ
る
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

i

蔽
原
奥

一
氏
「
チ

日、ル
こ
と
ば
」
（
昭
和
十
八
年
九
月
『
國
語

・
國
文
』
第
士
1

一
巻
第
九
跛
）
l

l

七
頁
「
現
代
地
方
語
の

上
で
は
、
こ
れ
が
旺
に
行
は

れ
て
ゐ
る
の
を
見
受
け
る
。
そ
の
第
一
は
九
州
地
方
で
あ
る
。
」
「
調
査
の
結
果
で
は
、
九
州
も
南
方
に
行
・
ほ
ど
こ
れ
の
．
旺
な
朕
態
が
認
め
ら
れ
、

佐
究
縣
．
躙
岡
縣
等
は
そ
れ
ほ
ど
ま
P
に
は
な
い
ら
し
い
。
」
二
八
頁
「
チ
ョ
ル
こ
と
ば
は
九
州
方
首
の
一
特
徴
と
言
へ
る
。
次
は
九
州
に
隣
接
す

る
中
図
四
國
の
朕
況
で
あ
る
が
、
中
國
山
口
賑
下
の
チ
ョ
ル
は
か
ね
て
有
名
で
あ
る
。
同
じ
ゃ
う
な
朕
態
が
山
鯰
の
出
裳
地
方
及
び
畷
岐
に
も
見
ら

れ
る
。
」
「
朝
じ
て
四
國
は

と
見
る
の
に
、
こ
れ
亦

そ
の
西
南
部
に
チ
ョ
ル
こ

と
ば
の
地
城
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
」
―
―
九
頁
「
第
一
に
鹿
隅
方
酋
が

就
中
古
色
に
富
む
も
の

と
見
ら
れ
、
こ
れ
に
肥
筑
の
方
百
殊
に
肥
後
肥
前
の

方
甘
が

よ
く
辿
る
。
」
「
日
向

よ
リ
斜
に
筑
前
へ
か
け
て
は
第
一
一
階
段
的

な
間
衝
地
幣
を
な
し
、
次
い
で
豊
級
豊
前
の
一
窟
城
が
第
一
―
―
階
段
の
地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
」
「
チ
r
ル
こ
と
ば
の
九
州
企
土
に
於
け
る
消
長
朕
態

も
、
一
而
こ
れ
に
合
せ
て
考
へ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
し
て
、
更
に
「
行
っ
チ
み
チ
」
や
「
て
•
あ
る
」
か
ら
の
チ
ャ
ル
や
ク
ル
に
も
脚
心
を

示
さ
わ
て
ゐ
‘る。

ヽ

｀ ー

、,'

·• 
ー

J‘ 



r 

四
同
質
問
表
に

例
へ
ば
「
子
供
で
は
あ
る
ま
い
し
」
「
哭
れ
る
な
ら
此
は
う
し
」
と
云
う
場
合
子
供
チ
ャ
ア

ル
ミ
ャ
ー

ズ

九
州
方
言
指
定
・
比
況
助
動
活
用
分
布
相

く【
熊

】

【
長

】

鹿
1
北
高
1

球
1 北
松
1
.
天
4

C
佐
】

杵
1

【
輻

】

倉

1

と
刷
込
ん
だ
に
甜
マ
し
肯
定
返
答
左
の
通
り
。
i
 

.

、

．
 

叉
偲
定
の
例
へ
ば
「
古
い
た
ふ
ば
」
を

苔
コ

ー
バ

茶
刷
補
迫
回
答
表
に

疇

．、

報
告
密
第
三
十
八
條
は
椴
説
の
言
葉
に

「
晴

レ
タ
ラ
行
カ
ウ
」

の
如
く
申
す
事
が
あ
り
ま
す
か
。

ョi.

／＇ 

哭

ル
ル
ナ
ラ
貰
オ

「
睛
レ
ク
ラ
バ
行
カ
ウ
」
の
如
く
「
パ
」

を
加
へ
る
か
否
か
、
叉
意
味

に
焚
り
は
あ
る
か
、
又

E
タ
ラ
」
を

「
咋
日
酵
ネ
ク
ラ
、
居
ラ

ナ
カ
ッ
ク
」
の
如
く
過
去
に
も
用
ゐ
る
か
に
就
て
の
回
答
が
あ
り
、
第
十

八
「
「僻
件
I

＝
云
ヒ
方」I
'分
布
●」
に
表
さ
れ
て
あ
る
。
是
に
由
る
と
束
日
本
、
中
國
中
央
部
、
九
州
中
南
部
に
亘
り
更
に近
畿
•
四
國

一
部
は

「害
ケ
バ
」
で
あ
り
(ig

、
佐
渡
・

謁
井
・
山
ロ
・

揺
岡
、・
大
分
全
部
、
山
梨
•
愛
知・
京
都
・

岡
山
・

愛
媛
一
部
は

「
害
キ
ャ

ー」

で
あ
り
（
黄
）、

滋
賀

・
和
歌
山

一
部
は

「
杏
イ
ク
ラ
」
で

あ
り
（
赤
横
線
）
、
其
他
並
用
九
種
別
が
見
ら
れ
る
が
、
宮
崎

一
部
は
「
バ
」

「
キ

ャ
ー」

紘
用
、
佐
賀

一
部
は

「
バ
」
其
他
の
云
ひ
方
蚊
用
で
あ
る
。
別
記
は
助
詞
の
部
に
闘
係
記
事
が
散
見
す
が
。

,・-
．． 



註
【
大

】

日
1

【
熊

】

玉
1

鹿
ー

酎
1

... 

阿
4

下
盆
1

飽
1

天
2

【
長

】

北
邸
2

南
商
1

束
彼
2

西
彼
2

北
松
2

【

佐

】

佐
郡
1

糸
ー，
 ー
卜＋プ

-. 揺
・三 瀦 :1 
1 1 

亀小
1

束
松
1

山
1

池
1

と
刷
込
ん
だ
に
到
し
肯
定
回
答
左
の
通
り。

【
揺

】

‘、̀

九
州
方
i

よ
頭
定
・
比
況
助
勁
活
用
分
布
相と

言
ふ
那
が
あ
り
ま
す
か
。

ー
ズ

の
様
に

「
し
」
を

ス＂

佐
市
1

唐
191

'
 

I 

邦
泄
版
葡
文
『
日
本
小
文
典
』

・―――

巻

一
六
二
0
年
の

第

一
巻
廿

二
頁
（
佛
際
巴
里
一

八
二
五
年
第
一

巻

一
八
頁
）
に

は
肥
前
に
於
て
「
求
メ

パ
」
「
求

メ
テ
ア
ラ
パ
」

等
を
「
求
メ
オ

ー
パ
」
「
求
メ
テ
ア
ラ
ォ

ー
バ
」
等
と
云
ふ
記
述
が
見
え
る
。

錫
料
幸
吉
郎
氏
「
接
組
助
詞
「
ば
」

の
用
法
」
（
昭
和
十
一
年
二
月
『
國
語
解
料
』
第

一
巻
第
二

跛
、
同
す
五

年一一
月
『
國
語
駆
論
考
』
所
牧
）
で

ば
拙
栞
助
動
詞
未
然
形

「
う
」
に
附
く
「
ば
」

が
恨
定

に
用
ひ
ら
れ
た

古
例
が
釈
げ
ら
れ
、
二
五
七
頁
「
こ
れ
は
一
般
的
に
な
ら
な
か

っ
た
が
、
今

H
伺

「
死
ノ
パ
」
「
行
コ
パ
」

の
如
き
形
で
、
方
百
に
残
っ
て
居
る
。
」

．

「
し
」
を
ズ
と
云
ふ
問
姐
は
熊
本
縣
天
草
郡
赤
崎
村
の
は
「
ジ
」
、
同
支
岐
村
の
は
「
ジ
ズ
」
と
記
し
て
む
っ
た
。

永
田
吉
太
郎
氏
「
終
助
詞
私
見
、
シ
を
中
心
と
し
て
ー
ー
方
首

語
法
の
間
姐
（
五
）ー—
'

」
（昭
和
九
年
十
一
月
『
方
首
』
第
四
巻
第
十
一
跛
）
は
分
類

地
位
が
考
察
さ
れ
て
あ
る
。

，， 

、- .. 
一
五
二

．

＇ヽ



九
州
方
―＿
目
指
定
・
比
況
助
動
活
用
分
布
相

ャ
ツ

鹿
商
ー

1
隅
1

ゴ
チ

ャ
ッ

長
2
鹿
薩
2

ゴ
チ
ャ

ー
ル
長
1

ヽ ゴ
タ
ッ
佐
3
鹿
商
1

ゴ
ツ
ヂ
ャ

ー
鹿
臨
l

ゴ
ッ
チ
ャ
イ
鹿
臨
1

，． ゴ
ッ
チ
ャ
イ
鹿
隊
1

一五―――

｀ 
べ、 コ

ッ
チ

0
ゴ
チ
長
3
熊
1
鹿
隅
1
宮
日
1
大
後
1

ゴ
チ
ア
ル
長
1
大
後
1
前
2

ヽ

ゴ
チ
ャ
ア
ル
長
l

鹿
臨
1
隅

5
宮
賭
4

ゴ
タ

ー
ル
揺
前
1

と
刷
込
ん
だ
に
到
す
る
回
答
模
様
は
別
表
3
の
通
り
。

「
ゴ
ツ
」
は
支
配
的
で
あ
る
が
、
西
北
九
州
は

「
ゴ
ト
」

が
到
馬
は

「
ぎ
プ
」
が
勝
つ
て
を
り
、

「
ゴ
ク
ル
」
は
膠
倒
的
で

あ
る
が
、
北

部
と
南
部
は

「
ゴ
ト
ア
ル
」
が
旺
で
あ
る
事
が
解
る
。

0
ゴ
ク
佐
2

ゴ
ク

ー
揺
前
1
佐
5
鹿
薩
1
隅
1

右
の
外
に
左
の
種
類
を
列
欅
出
来
る。

0
グ
ク
ル
熊
2

述
憫
・
終
止
形
は
．コ
ト
ア
ル
か
ゴ
・ク
ル
か
。

比
況
ゴ
ッ
か
ゴ
ト
か
ゴ

テ
の
何
れ
あ
り
や
0

ヽ調
査
表
訊
頁
文
章
法
第
一
欄
上
に 四

ゴ
ク
ア
佐
1
鹿
豚
1

ヽ

ゴ
ク
ア

1
佐
1

．
コ
ク
ア
ル
揺
前
2
熊
1
宮
日
1
.

ゴ
ー
タ
ル
輻
後
1

.

、

ヽ

ヽ

ゴ
チ
ャ

鹿
隅
3

． ＇ 

ゴ
チ
ャ
イ
長
1
鹿
薩

，
 

ゴ
ク
イ

ヽ



ノ

註

別
表
3

／ 

九
州
方
首
指
定
・
此
況
助
勁
活
用
分
布
相

0
ゴ
ド
ッ
佐
1

ゴ
ツ
ア
イ
鹿
薩
8
隅
4

Q
コ
ツ
ア
ア
鹿
薩
ー

0
ゴ
テ
ー
長
堂
1
酎
2

、'、コ
テ
ズ
ル
長
到
1
大
後
6

ゴ
ト
ア
イ
鹿
薩
1

ゴ
小
ア`
ッ
佐
2

ゴ
ト
ア
ー
鹿
隅
1‘, 

「
ゴ
ト
ア
ル
」
「
ゴ
ク
ル
」
雨
用
と
せ
る
も
の
は
槌
少
数
故
、
別
入
雨
方
へ
岱
入
。
濶
謡
有
無
は
一
切
無
謁
°
鹿
兒
島
に
は
「
ゴ
9

」
「
ゴ
ッ

ア
ル
」
が
混
ず
る
が
今
匿
別
し
な
い
。

――一矢
箪
松
拇
士
「
「
ご
と
し
」
の
論
」

（
明
淫
四
十
年
一
月
『
國
學
院
雑
誌
』
第
十
―
―
―
巻
第
一
腕
一
七
頁
、
大
正
十
五
年
十
一
月
培
訂
『
高
等
日
本

文
法
』
所
牧
七
九
―
―
―
頁
）
コ
ご
と
し
」
は
今
の
口
語
九
州
邊
に
て
は
前
「
・
コ
ト
」
「
ゴ
ト
ア
ル
」
な
ど
用
ゐ
ら
る
れ
ど
、
一
殷
に
は
「
株
ダ
」
と
い
ふ
。
」

山
田
孝
雄
博
士

『
奈
良
朝
文
法
史
』
大
正
式
年
五
月
の
一
―
―
―
―
頁
「
か
く
の
如

r、
用
法
の
局
せ
る
を
見
れ
ば
、
こ
は
元
来
刷
詞
な
り
し
に
は
あ
ら

ざ
る
か
。
而
、
こ
は
亦
琉
球
語
の
「
グ
ト
ゥ
」
「
グ
ト
ー
ル
」
と
同
語
な
リ
と
見
ゆ
れ
ど
、
用
法
に
於
い
て
差
異
あ
り
。
」

安
田
喜
代
門
氏
『
國
語
法
概
説
』
昭
和
一
―
―
年
―
―
一
月
初
版
の
第
六
京
「
形
容
詞
」
一
1

-

―
―
頁
で
奈
良
戟
以
詢
に
は
「
・
コ
ト
ク
は
見
賞
ら
ぬ
。
・
コ
ト
キ
、

ゴ
ト
ン
な
ど
の
用
例
も
見
霜
ら
な
い
で
ま
づ
ゴ
ト
の
用
例
ば
か
リ
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
大
い
に
注
窪
す
る
に
足
る
。
膊
多
地
方
は
そ
の
面
影
を

の
こ
し
て
ゐ
る
。
」
第
十
1

一
章
「
副
用
語
」
1

一
六
六
頁
で
室
町
時
代
口
頭
語
に
つ
き
「
前
例
ゴ
ト
ク
は
勿
論
、
上
方
方
官
に
つ
い
て

首
ふ

の
で
そ
の
時

代
の
九
州
、

』応
以
下
次
頁
〕
土
佐
‘
‘
欄
束
な
ど
で
は
、
さ
う
で
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
」
、
同
氏
「
繭
岡
縣
の
方
甘
」
（
日
本
放
送
協
令
九
州
支
部

『
放
送
郎
演
集
・
九
州
方
百
即
座
』
昭
和
六
年
五
月
）

37
頁
「
将
迪
は
助
勁
詞
と
百
つ
て
を
リ
ま
す
が
宜
は
一
種
の
形
容
阿
な
の
で
す
。
そ
し
て
ゴ

ト
ク
と
い
ふ
楊
合
に
奈
良
朝
以
詢
で
は
多
く
'n
.
,
_
と
い
ひ
、
平
安
朝
で
も
多
少
、`
用
ゐ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
古
い
語

が
拇
多
及
び
そ
の
附
近
に

だ
け
残
っ
て
ゐ
る
の
は
宜
に
珍
ら
じ
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
」

吉
町
義
雄

「
九
州
の
方百
」
（
昭
和
八
年
十
一
月
『
國語
科
學
郎
座
』
）
6
7—
6
8頁
「
形
容
同
「
ご
と
し
」
の
奈
良
朝
時
代
に
辿
用
形
と
し
て
多
く
用

ゐ
ら
れ
た
語
幹
「
ご
と
」
が
共
儘
他
存
し
た
も
の
か
或
は
再
蒋
し
た
も
の
か
〔
以
上

67
頁
〕
は
兎
も
角
、

殊
に

「
善
か
ご
と
」
（
蒋

い
椋
に

）・
「
蒋
か
ご

た
る
」
（
蒋
い
株
な
）
な
ど
の

語
句
は
、
是
こ
そ
筑
紫
方
百
が
唯
一
的
な
も
の
と
し
て
誇
リ
得
る
最
後
の
切
札
で
あ
ら
う
。
」
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長
到
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（比
嘉
春
湖
氏
数
示
）

上
七 ・六

頁

行
第

昭
和
十
四
年
七
月
『
昔
膠
學
協
會
々
報
』
第

5
8跛
「
n、・ト
ク
マ
往
来
」~
5
6(
吉
町
）
「
山
口
縣
長
門
部
全
部
汲
び
周
防
吉
敷
郡
一
部
で
は
接
緻
助
詞

・「
の
に
」
を
九
州
方
言
「
じ
こ
に
似
て
「
ソ
ニ
，」
「
ホ

・ニ
」
と
云
ふ
が
、
同
上
領
域
で
は
「
採
に
」
を
全
く
琉
球
ゃ
九
州
と
同
じ
く
「
ゴ
ト
」
と
云

ふ
b
．
で
む
る
。
」

ッ
ク
等
を
盛
に
用
い
た
事
は
品
崎
版

『
日
本
文
典
』

炭
長
九
ー
一
犀
登
一
の
二
五
丁
ウ
に
見
え
る
。

豊
後
、
博
多
等

の
九
州
地
方
口

語
で
打
消
の
上
ゲ
ザ
．

＋ 
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輯

ふ
し
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か
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佛
手
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ふ
し
た
ん
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